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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月1日(2015.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　一方、有段変速モードの実行中は、エンジン回転数ＮＥが上限回転数ＮＬＭＴ以下で、
かつスロットル弁開度ＴＨの変化量ＤＴＨが所定量ＤＴＨＥＳよりも小さいとき、又は、
アップシフト中で、エンジン回転数ＮＥが、車速ＶＰに応じて算出した終了回転数ＮＥＳ
よりも低いときに、変速モードが有段変速モードから無段変速モードに切り換えられる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　ステップ１の判別結果がＹＥＳで、変速モードがＡＴモード中であるときには、そのま
ま本処理を終了する。一方、ステップ１の判別結果がＮＯで、変速モードがＣＶＴモード
中であるときには、ステップ２に進み、スイッチ出力値ＳＷ＿ＯＵＴを読み込む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　次いで、ステップ６２に進み、変速応答補正係数ＫＴＩＰＤＮＤＲを値１に設定し、そ
の後、ステップ６３で、係数ＫＮＳをエンジン回転数ＮＥを車速ＶＰで除算した値（ＮＥ
／ＶＰ）に設定する。次に、ステップ６４で、目標回転数ＮＣＭＤを係数ＫＮＳと車速Ｖ
Ｐとの積ＫＮＳ・ＶＰに設定する。
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